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はじめに 


NAS (Network Attached Storage) は、既存環境に対する変更を加えることなく、大規模ストレージシステ 
ムを提供するネットワーク接続型ストレージです。 

一般的に NAS は導入が容易です。ネットワーク管理や〇 S に関する広範な知識がなくとも使用すること 
ができ、通常管理業務はクライアントからリモートデスクトップ経由で行なうことができます。ユーザー 
は NAS をネットワークに接続して電源を投入し、最小限のセットアップ作業を行なうだけで運用を開始 
することができます。 

管理者ガイドは、以下の二部で構成されています。【概要編】または【詳細編】のみに記載している内容も 
ございますので、各ガイドの目次を参考にして、目的に応じて参照してください。 

• 管理者ガイド【概要編】（本書） 

iStorage NS の基本的な使用方法について説明しています。 

• 管理者ガイド【詳細編】 

iStorage NS の高度な使用方法について説明しています。 

管理者ガイドは改版される場合があります。以下の Web ページを参照し、表紙の日付とリビジョンを確 
認して最新版をダウンロードしてください。 

httD ： //su 2 Port.express.nec.co.ip/usersguide/UCnas/adminauide/adminquide.html (2013 年 4 月 1 日現在） 


【注意】 

iStorage NS シリーズは 、 Windows Storage Server 2012 を使用して作成されたフアイルサーバー専用 
機です。標準の Windows Server とは違い、ファイルサーバー以外でのご利用はできませんのでご注 
意ください。 
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導入の流れ 


iStorage NS を導入いただく際は、以下の流れに沿って作業してください。 


〖Storage NS の設定を行う 

• 初期設定を行う 
•ボリュームを作成する 
• ユーザー、 グループを作成する 

V_ 




iStorage NS の共有領域を作る 

• 共有を作成する 
• アクセス権を管理する 

\ _ ) 
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各操作画面の説明 


iStorage NS にリモートデスクトップで接続し、サインイン（ログオン）すると、デスクトップ画面に管 
理者メニューと初期構成タスクが § 動起動します。初期構成タスクの画面を閉じると、サーバーマネージ 
ヤーが § 動起動します。 

管理者メニュー 

管理者メニューは、 iStorage NS 専用のメニュー画面で管理者が良く使う機能を簡単に起動することができ 
ます。管理者メニューは、デスクトップのショートカットからも起動できます。 


1? 管理者メニュー 




全般 

0 

エクスプローラー 

エクスプローラーを起勅で•きます。 

コマ'ノドプロ V プト 

コマンドブロ'ノブト翅觔できます 0 

ペイ'ノト 

ベイント雄勅できます。 

メ干帳 

メモ帳を起勅できます。 

コ VK ュー々一の管理 

コ'ノビューターの！ 5 理雄觔できます。 

シス 亍ム 

コンビューターのブロパティ赶1認できます 0 

Windows ヘルプとサボート 

Windows へ ルブとサボートを起動できます。 

役割/機能 

0 

ns マネージャー 

HTTP 共有/ FTP 共有を f 理できます。 

ファイルサーバーリソースマネージャー 

記憶域の容量制限、拡張子制限、使用状況確認等ができま 
す。 

インデックスのオブシ3ソ 

ファイル検索摘速化するためのインデックス搜理できます。 

DFS の官理 

分敗ファイルシステムを管理でぎます。 

印別の管理 

ブリントサーパーを管理できます。 

診断 

0 

イべ、ル K ^ 一7— 

イぺ' ル n 巧’本箱轫で耷主才- 
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初期構成タスク 

初期構成タスクは 、 Windows Server 導入時の設定を簡易化する目的で標準組み込みされた機能です。な 
お、初期構成タスクは導入時の機能に特化しているため、導入完了後はお客様の操作により起動させない 
ようにすることができます。 



サーノ ベ' 一>^ r ネーシャー 

サーバーマネージャーは 、 Windows Server に標準で組み込まれている管理機能です。各機能の呼び出し 


や、役割と機能の追加なども行うことができます。 





i 〇 -jba * t - n - 
k t ベ TWiT- 

rt DHCP 
|e 115 

■S 仪 * ffJB 

V 陶 






相 KT 細 


© 

抑卜 

脚 «» 


© ■抑¢6 

f ゃ卜 


vii 









































なお、サーバーマネージャー起動時に、各サービスの状態が、以下のように赤く表示されることがありま 
す。 画面右上の更新ボタンを押下す ると、 最新の状態に更新され ます。 
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スタート画面 

スタート画面では管理者が良く使用する機能を起動することができます。詳細については本書の 【U 
Modern UI を操作す る】 を参照してください。 
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iStorage NS の設定を行う 


1 iStorage NS の設定を行う 


♦ 初期設定を行う 

コンピューター名、旧アドレス等を設定します。 


♦ ボリュームを作成する 

iStorage NS 上にボリュームを作成する手順を説明します。 


♦ ボリュ'ームを再フォ'ーマットする 

iStorage NS 上に作成したボリュームを再フォーマットする手順を説明します。 


♦ ボリュームサイズを変更する 

iStorage NS 上に作成したボリュームのサイズを変更する手順を説明します。 


♦ ユーザー、 グ ループを 作成する 

iStorage NS 上にユーザー、グループを作成する手順を説明します。 
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iStorage NS の設定を行う 


1.1 初期設定を行う 

iStorage NS の初期設定には、専用の初期設定ツールを使用します。管理 PC (Windows Server 
2003 /Windows Server 2003 R 2 /Windows Server 2008 /Windows Server 2008 R 2 /Windows Server 
2012 /Windows XP/Windows Vista/Windows 7 /Windows 8) に、装置添付の EXPRESSBUILDER をセット 

して初期設定ツールを起動し、コンピューター名、 IP アドレスを設定した後、リモートデスクトップで 
iStorage NS にサインインして、参加するドメインや管理者のパスワードの変更等を行います。 

1.1.1 ネットワーク環境 

初期設定を開始する前に、以下のネットワーク環境についての情報を決定してください。 

• ネットワークへの接続形態（ワークグループ/既存のドメインに参加） 

• IP アドレスの設定方式 （ DHCP サーバー使用の有無） 

• コンピューター名 

• ワークグループ名または既存のドメイン名 
• 管理者のパスワード 

• IP アドレスとマスク値 （ IP アドレスを直接指定する場合） 

• デフオルトゲートウェイの IP アドレス （ IP アドレスを直接指定する場合） 

• DNS サーバーの IP アドレス （ DNS サーバーを直接指定する場合） 
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iStorage NS の設定を行う 


1.1.2 初期設定ツール 

前述の [1.1.1 ネットワーク 環境 】 に記載した情報を基に、以下の手順で初期設定を行ってください。 

【注意】 

• 管理 PC は iStorage NS と同一 LAN 上に存在するコンピューターを使用します。（管理 PC は、 
他のネットワークへの接続は行わないでください。） 

• 同ーネットワーク上で複数の iStorage NS を初期設定する場合は、1台ずつ起動して初期設定 
を行ってください。 

• 初期設定では特定の LAN ポートを使用します。スタートアップガイドを参照して LAN ケーブルを 
接続してください。 

• 出荷時には初期設定ツールで使用する UDP ポートは開いた状態になっています。初期設定後に、 
後述する手順に従って U D P ポートを閉じてください。 


1 .iStorage NS の電源を〇 N にし、管理 PC の光ディスクドライブに、 EXPRESSBUILDER をセット 

します。才'ートラン機能によりメニュ'一が§動的に表示されます。 

【補足】 

メニューが 表示されない場合は、 エクスプローラーから[マイコンピューター]を 選択し、 セットし 
た光ディスクドライブの アイコンを ダブルクリックしてください。 


2. [ソフトウェアをセットアップする]をクリックして、表示されたメニューから[初期設定ツール] 


をクリックします。 



NEC 


EXPRESSBUILDER 



Menu items 

© ドキュメント 


ソフトウェアをセットアップする 

I 初期設乏ソ ー 
ESMPRO 

iStorage NS 連携 モジユール 
装匿情報収集ユーテイリテイ 
BMC Configuration 







































iStorage NS の設定を行う 


3. 初回のみ、[ご確認]画面が表示されます。装置添付の使用許諾契約書をご一読の上、許諾いただけ 
る場合は [0 K ] ボタンをクリックします。 



4. 初期設定が必要なサーバーを検出するために、[開始]ボタンをクリックします。 


!> 初期没定^-ル 


. . 


iStorage NS サーハ''一(1) 


サール'一のコンピュータ:^ 


目動発見 


刀期設定サ-ヒ''ス丨 


サ-ル'-の応答待ち時間： 


1 ナ j 分 


初期設定が必要なサ-ル'-を検出するために、 
鬧始]ボタンを押下してくださ U 





閉始⑴ 

f 亭止¢0)1 

終了⑹ 


リモ-トデス外ッフ起勒⑻ 設定変更 ( S ) 


自劻発見 ( A ) 


閉じる⑹ 


へルバ H ) 


対象となるサ^ーバ'一が、初期設定ツ'ール画面内の[サ'ーバ'一のコンピュ'ータ名]欄に[未設定]と表不され 
ます。[未設定]のサーバーが検出されたら、[停止]ボタンをクリックして自動発見を停止後、[終了]ボタ 
ンをクリックして自動発見を終了させます。なお、対象となるサーバーの 〇 S が起動するまでには、構成 
によって、20〜30分かかる場合があります。30分経っても検出できない場合は、再度[開始]ボタンをク 
リックしてください。 
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iStorage NS の設定を行う 


5. [未設定]のサーバーのリモートデスクトップ起動の表示が[確認中]から[可]に変わった場合は、 
リモートデスクトップによる接続が可能なため、[未設定]のサーバーを選択し、[リモートデスクト 
ップの起動]をクリックして [1.1.3 管理 PC からリモートデスクトップで接続す る 】 に進んでくだ 
さい。[不可]に変わった場合は、[未設定]のサーバーを選択し、[設定変更]ボタンをクリックしま 
す。 



6. コンピュータ名、 IP アドレス、サブネットマスクを入力して[適用]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


7. 設定変更を確^:する画面が表示されたら、[〇 K ] ボタンをクリックします。サーバー設定の変更が 
始まり、サーバー設定状況の内容が順次更新されます。 

8. 完了メッセージが表示されたら、[〇 K ] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


1.1.3 管理 PC からリモートデスクトップで接続する 

iStorage NS は管理 PC のリモートデスクトップを利用して、ファイルサーバーに関する各種設定や管理を 
行います。 

以下に Windows 7の管理 PC で、リモートデスクトップを使用する接続手順を記載します。 

1. 管理 PC で[スタート]をクリックし、 [プログラムと ファイルの検索]欄に “ mstsc ” と入力して、 
[プログラム] の” mstsc ” をクリックします。 



2. [リモートデスクトップ接続]の画面にて、[コンピューター]欄に接続する iStorage NS のコンピュ 
ーター名または IP アドレスを入力して[接続]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


3. ユーザー名に” administrator ” を入力し、次にパスワードを入力して [0 K ] ボタンをクリックします。 

【補足】 

初期状態においては、パスワードはあらかじめ設定されていますので装置添付のスタートアップガイ 
ドを参照してください。 


4. サインイン後、[管理者 メニュー] と [サーバー マネージ ヤー] が起動します。 

【注意】 

リモートデスクトップで iStorage NS にサインインできるのは、管理者権限を持つユーザーのみで 
す。また同時接続可能なのは2セッションまでです。 
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iStorage NS の設定を行う 


1.1.4 管理者のパスワードを変更する 

administrator のパスワードは出荷時にあらかじめ設定されていますが、本装置のセキュリテイを保つため 
に必ず変更してください。 

1. リモートデスクトップ接続にて 、 iStorage NS にサインインした状態から [ Ctrl + Alt + End ] を押下し、 
[パスワードの 変更]をクリックします。 

2. [古いパスワード]、[新しいパスワード]、[パスワードの確認入力]にそれぞれ入力して [ Enter ] 
を押下します。 

3. [パスワードは変更されました]と表示されるので、 [0 K ] ボタンをクリックします。 

【注意】 

• パスワードの有効期限は初期設定では42日になっておりますので、お客様のポリシーに合わせ 
て適宜変更してください。 

• パスワードの文字数は6文字以上である必要があります。また、パスワードには、英大文字、 
英小文字、数字、記号の4つの種類のうち3つの種類が使用されていなければなりません。 
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iStorage NS の設定を行う 


1 .1.5 初期設定ツ'ール用のポ'ートを閉じる 

出荷時は初期設定ツールで使用するポートが開かれた状態になっています。初期設定後、以下の手順でポ 
ートを閉じてください。 


1. 


管理者メニューから、 [ Windows ファイアウォール]をクリックします。 


飞 管理者メニュー I ■ M x 



診断 


ft 

A 


ィぺ V トドューァー 

イベントログを確認できます。 




バフオーマノス 子 ニター 

性能情報®採取や確認ができます。 




Windows タスクマネージャー 

說リソ-ス _ 状況確_行中の奴輝で. 



デバイスマネージャー 

n ードウエアの状態を確認できます。 




V ス亍ム馆報 

システム情報を確認できます。 




構成 


A 



Windows Uodate 

更訢プログラムをインストールできます。 




プロヴラム夂极音 E 

プログラムを f 理できます。 




ローカルユーザーとヴループ 

ユーザーとグループを菅理できます。 




サード"ス 

サービスを管理できます。 




勺スクスサジューラ 

タスクのスクジュールを菅理できます。 




ネ V トワーウ格槎 

ネットワークを菅理できます。 





日付と時刻を設定できます。 





ファイアウォールを菅理できます。 




Vindows ファイ 

ァウォール 

ファイアウォールの詳細な蓄理ができます。 




ローカルれ+ュリ亍ィポリシー 

tz キュリ亍ィボリシーを f 理できます。 




ESMPRO/SerwerAEent 

サーバー菅珲の诵報や監視本設定 T •，丰す a 




2. [ Windows ファイアウォールを介したプログラムまたは機能を許可]をクリックします。 


き 


Windows フアイアウオール 







个 

# ^ コント□-ルパネル ► システムと t キ:1リテイト Windows ファイアウォ-ル 

v C 

コントロールパネルの検索 

p 1 


コントロ ーj レノ^ Ki レ本一/! 


Windows 7?イアウ； 1—JU^fT した 
劝■機能を許可 

ゆ 通知設定！！^更 

ぬ Windows 7K アウォ効 
化また化 

. 既定値I違す 


Windows フアイアウォ-ル(こよる PC _護 

Windows 7K アウォ-ルはつて」 to 力-または悪急^刃トウェアはるインタ-ネットまたはネットワークを経由したアク 
t スを防止できるよ3にナめ好= 

I Tf ィァゥォ-ル設定®赖 

溫 St 卜画する I .瓣■好 I 

椎鮮定の t¥M 
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iStorage NS の設定を行う 


3. [ iStraguisv ] の左側のチェックをはずし、 [0 K ] をクリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


手動 

手動 〔 Kf 力'一開始) 

手動 

自動 

§動 

手動 


スタ-トアップの願 
手動（卜叻_開始) 
手動 
麵 
自動 

手動 ( HJ ガ ー P 卿 




. 豁中 



実行中 


サービス（□一カル) 


サービス(□一カル) 
iStrageNS(UI_SV) 

サードスの信止 


サー ビス痛麵 


名前 " 説明 

.IKE and AuthIP IPsec Ke... IKE. 
Interactive Services Det... 対 fg 
Internet Connection Sha … 

IP Helper 


ホ - ■ 

mm 


iStrageNS(LTI_SV) 


: KDC Proxy Server servic... KDC 
KtmRm for Distributed ... % 

： 4 Link-Layer Topology Dis … PC . 

.Local Session Manager 
Microsoft FTP Service この ■ 

Microsoft iSCSI Initiator... この . 


1.1.6 初期設定 ツール 用のサービスを無効にする 

1. 管理者メニューから [サービス] をクリックします。 


飞 管理者メニ l 一 1 - i~ u r x 



診断 


* 


ィぺ'ノトドューアー 

イペントログを確認できます。 



パフーマソスモニター 

性能情報®採取や確認ができます。 



Windows タスクマネージャー 

觀ナリソ-スの使用状況確_行_減， 


デバイ又マネージャー 

ハードウ エァ 0) 状態を確認できます。 



シス亍ム情報 

システム情報を確詔できます。 






構成 


炎 


Windows Update 

更訢プロク'ラムをインストールできます。 



プロヴラム > 楔能 

ブログラムを f 理できます。 



ユーザー>ヴループ 

ユーザーとグル■-プを菅理できます。 




サービスを菅理できます。 



:ヴジューラ 

タスクのスケジュールを菅理できます。 



ネットワーク搬 

ネットワークを管理できます。 



FI 付 > 眭刻 

日付と時刻想 S 定できます。 



Windows ファイアウオール 

ファイアウォールを f 理できます。 



扣+ zl リ亍ィが強仆:六れ？;- Windows ファイ 

ァウォール 

ファイアウォールの詳細な f 理ができます。 



ローカル廿キュリ亍ィボリシー 

セキュリ亍ィポリシーを管理できます。 



ESMPRO/ServerAEent 

サ ー11 一菅理 0) 通報や監視本設定でき S す A 


2. サービスの一覧から、 [ iStrageNS ( UI _ SV )] をダブルクリックします。 

サービス I - l~ a f x 

ィル ( E ) 提蝴表示 ㈤〜レブ 0=1) 

參峰| B 画 S | 0 园| & ■■■■私 


3 mm Local 


11111一一一 
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iStorage NS の設定を行う 


3. プロパティ画面で、スタートアップの種類を[自動]から[無刻に変更します。 



4. 


[停止]ボタンを押下後、サービスが停止されたことを確認し、 [0 K ] をクリックして画面を閉じま 
す 0 
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iStorage NS の設定を行う 


1.1.7 日付と時刻を設定する 

ワークグループ環境において同期するタイムサーバーが存在しない場合は、以下の手順で日付と時刻を設 
定してください。 

1. [初期構成タスク]画面の[タイムゾーンの設定]をクリックします。 

【補足】 

[初期構成タスク]画面を閉じた場合、または[次回のログオン時にこのウインドウを表示しない]の 
チェックを有効にした場合は、以下の方法で[初期構成タスク]画面を再度起動することができます。 

• [スタート]を右クリック — [ファイル名を指定して実行] — [名前]欄に 

c :¥ windows ¥ system 32¥ oemoobe ¥ oemoobe.exe 
と入力して Enter キーを押下する。 

※[スタート]については [4.1 Modern UI を操作す る 】 を参照してください。 
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iStorage NS の設定を行う 


2. [日付と時刻]タブの[日付と時刻の変更]ボタンをクリックします。 



3. 日付と時刻を合わせて [0 K ] ボタンをクリックします。日付と時刻のプロパティ画面を閉じます。 
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iStorage NS の設定を行う 


1.1.8 コンピューター名/ドメインを設定する 

1. [初期構成 タスク] 画面の [コンピュータ ー名とドメインの入力]をクリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


2. [変更]ボタンをクリックし、コンピュ^ータ^一名、所属するグル^ープのドメイン/ワ^ークグル^ープを指 
定して [0 K ] ボタンをクリックします。 [1.1.2 初期設定 ツール 】 でコンピューター名を設定して 
いる場合、新たにコンピューター名を入力する必要はありません。 



3. [Windows セキュリティ]画面が表示されたら、ドメインに参加する場合はドメイン管理者のユーザ 
一名とパスワードを、ワークグループの場合は本コンピューターの管理者のユーザー名とパスワー 
ドを入力し、[〇 K ] ボタンをクリックします。 

Windows セキュリティ " 

コンピュータ-名/ F メイン洛の変更 

ド 〆 イ M こ参加するた_ァ仲ス許可®統アカウ名前 tA スワ-ドを入力して 
脱い □ 



administrator 

n 




ドメイン： domain 2012 


OK I f キル 
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iStorage NS の設定を行う 


4. 以下のようなメッセージが表示されたら、[〇 K ] ボタンをクリックします。 


コレピュ-夕-名/ドメイン名の変更 


_ , domainZOlZ ドメィン 


□K 


5. 以下のメッセージが表示されたら、[〇 K ] ボタンをクリックします。 

コレピュ-夕一名/ドメイン名の変更 

〇 これら®変更を適用するには、お使い0コンビ 
ュ_夕_を再起動する必要があります 

再起劻する前に、 II いてし通フ7イルを保存して、すべて®プ Q 
ヴラムを閉 ITTOSS い。 

[ ………遇………. 1 


6. [閉じる]ボタンをクリックしてシステムのプロパティ画面を閉じます。以下の画面が表示されたら、 
設定を有効にするために、[今すぐ再起動する]ボタンをクリックして iStorage NS を再起動します。 


Microsoft Windows 


こ TT らの変更を適用するに1妇> ピューターを再起動 
する必要があります。 

再起劻する前[こ、 P 3 がれてし巧フ F イ JUS すべて保存して、プ□プラムを 
すべて閉必要あります E 


[ J 今すぐ再起動す3.退). _ 丨後で再起劻する (U 
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iStorage NS の設定を行う 


1 .2 ボリュームを作成する 

iStorage NS では、機種によってユーザーボリュームが作成されていない場合があり、その場合はボリュ 
ームを作成する必要があります。また、既にボリュ'ームが作成されており、そのボリュ'ームのサイズを変 
更したい場合は、作成されているボリュームサイズを縮小し、空き領域に新たにボリュームを作成するこ 
とができます。 

【注意】 

• シャドウコピーを設定した、アロケーションユニットサイズ： 16KB 未満のボリュームでデフラ 
グを実行すると、データのブロック位置の変更が差分として収集されるため、スナップショット 
が削除される場合があります。シャドウコピーを設定するボリュームの場合は、ボリューム作成 
時にアロケーションユニットサイズを 16KB 以上に設定してください。 

• コマン ド プロンプ トで以下の コマン ドを実行すると、作成済ボリュー ムのアロケ ー ション ユニッ 
トサイズを確認することができます。 

fsutil fsinfo ntfsinfo D: (D はドライブ文字） 

[クラスター あたりのバイト数]に記載されている値がアロケーションユニットサイズです。 

• Windows Storage Server 2012 では、仮想ディスクを作成する機能として "Storage Space 機能 
" を提供していますが、 "Storage Space 機能'’は RAID 機能が有効になっている物理ディスク 
をサポートしていません。 iStorage NS シリーズでは、 RAID 機能を標準で実装しており、無効 
化することができません。このことから、 iStorage NS シリーズにおいては、 "Storage Space 
機能"をご利用頂くことはできません。 


ここでは、ユーザーボリュームが作成されていない状態で、新規に E ドライブを作成する手順について説 
明します。 


設定項目 

設定内容 

ドライブ文字 

E 

シンプルボリュームサイズ 

3TB(3, 145,728 MB) 

ア ロケーシヨン ユニットサイズ 

16K 
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iStorage NS の設定を行う 


1. 管理者メニューの[ディスクの管理]をクリックします。 


管理者メニ L 一 



2. 未使用のディスクが存在する場合には、以下の画面が表示されますので、 [ GPT ] を選択し、 [0 K ] ボ 
タンをクリックします。 ([ GPT ] を選択しない場合には、 2 TB 以上の領域を作成できません。） 


ディスクの初期化 

論理デイスケマネ-外-がアクセスでき§ようにするに I お V スウを初期化する必要がありま 
す c 

ディスクの選択⑸： 


眧ディスク1 ' 


遥択したこディスクパーティシヨンスタイ•使用する: 
〇 MBR (マスタ-ブ-トレコ-ド)⑽ 

GPT ( GUID パーテイ テ-ブル )( S ) 


注意：以前©八-9ンの Windows では、 GPT パ-テイシヨンスタイルが認識されません. [ 


OK I [ 抑ル 
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iStorage NS の設定を行う 


3. 未割り当て領域を右クリックし、[新しいシンプルボリューム]をクリックします。 



4. ウイザードが表示されるので、[次へ]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


5. [シンプルボリュームサイズ]に “3145728” と入力し、[次へ]ボタンをクリックします。 



【補足】 

シャドウコピーは、ボリュームサイズに応じてリソースを消費し ます。そのため、 大きなボリューム 
にシャドウコピーを設定すると、シャドウコピー処理中にシステム負荷が増大したり、処理時間が長 
くなる場合が あります。 シャドウコピーを設定するボリュームのサイズは 3 TB 程度を推奨し ます。 
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iStorage NS の設定を行う 


6. ドライブ文字に“ E ” を指定し、[次へ]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


7. [アロケーション ユニットサイズ]に “16 K ” を指定し、 [次へ] ボタンをクリックします。 



【注意】 

• シャドウコピーを設定するボリュームの場合は、[ロケーション ユニット サイズ]を "16 K ” 以上 
に設定してください。なお、 フォーマッ ト後にアロケーション ユニッ トサイズを変更することは 
できません。アロケーション ユニッ トサイズを変更するためには、ボリュームの再 フォーマット 
を行う必要があり、データが格納されている場合はすべて消去されます。 

_ 上記 [ ファイルシステム ] では [ ReFS ] が選択可能ですが、機能的な制限があるため、使用しな 
いことを推奨します。 
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iStorage NS の設定を行う 


8. 設定内容が正しいことを確認し、[完了]ボタンをクリックします。 



9. フォーマットが完了すると、以下のようにディスクの状態が[正常]と表示されます。 
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iStorage NS の設定を行う 


1.3 ボリ ： x s —ムを再フォ s —マットする 

ここでは、アロケーションユニットサイズを” 16 KB ” に変更するため、 E ドライブを再フォーマットする手 
順について説明します。 


設定項目 

設定内容 

ア ロケーシヨンユニッ トサイズ 

16 K 


1. 管理者メニューの[ディスクの管理]をクリックします。 


管理者メニ L 一 
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iStorage NS の設定を行う 


2. [ボリュームが:)]を右クリックし、 [ フォーマット ] をクリックします。 



3. [アロケーション ユニットサイズ]に “16 K ” を指定し、 [0 K ] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


4. 以下のメッセージが表示されますので、内容を確認した上で [0 K ] をクリックします。 


E: のフオーマツ ト 


t こ®ボリュームをフォーマツトするとボリューム上のすべて折一 W 失われます c 保存 

办要好-クをフオ-マツトの前口むクアッ:てく拉い。続行しますか？ 


OK I キャ >t ル 


5. フォーマットが完了すると、以下のようにディスクの状態が[正常]と表示されます。 
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iStorage NS の設定を行う 


1.4 ボリュームサイズを変更する 

既に作成済のボリュ'ームにおいて、ボリュ'ームの縮小/ボリュ'ームの拡張が可能です。なお、ボリュ^ームの 
縮小/ボリュームの拡張を行っても、既に格納しているデータは保持されます。 

• ボリュ'ームの縮小：ボリュ'ーム内のデ'ータの再配置を行い、ボリュ'ームの最後から連続した空き 
領域を解放します。ただし、ページファイルやシャドウコピー記憶域等、運 
用中にデータ位置の変更が行えないファイルが存在している場合は、エクス 
プローラー等で表示されるボリュームの空き容量と、解放可能な容量に違い 
が生じます。 

• ボリュームの拡張：同ーディスク上の隣接する後ろの領域が未使用領域の場合、ボリュームを拡 
張することができます。 

ここでは、まだ使用していないボリューム （ E ドライブ、サイズ： 5465.95 GB ) を 3 TB に縮小する手順に 
ついて説明します。 


設定項目 

設定内容 

縮小する領域のサイズ 

2,451,399 MB 


1. 管理者メニューの[ディスクの管理]をクリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


2. [ボリュームが:)]を右クリックし、[ボリュームの縮小]をクリックします。 



3. [縮小する領域のサイズ]に、縮小後のサイズが 3 TB (3145728 MB ) になるよう、“245139分 
(5597127 MB - 3145728 MB ) を入力し、[縮小]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


4. 縮小が完了すると、以下のようにディスクの状態が[正常]と表示されます。 



31 


























































iStorage NS の設定を行う 


1.5 ユーザー、グループを 作成する 

クライアント PC から iStorage NS にアクセスした場合には、ユーザー認証が行われます 。 iStorage NS 
とクライアント PC がドメインに参加している場合は、ドメインコントローラが認証を行うため、 
iStorage NS 上にユーザーを作成する必要はありませんが 、 iStorage NS がワークグループの場合は、 
iStorage NS 上にユーザーを作成し、そのユーザーを指定してクライアントから接続することになります。 

1 . 5.1 ローカルユーザーを作成する 

ここでは、以下の設定内容でユーザーを作成する手順について説明します。 


設定項目 

設定内容 

ユーザー 名 

t-yamada 

フルネーム 

山田太郎 

説明 

総務メンバー 

パスワード 

任意 


管理者 メニューの[ローカルユーザーとグループ] をクリックします。 




管理者メ2- 


T^I x 


診断 


* 

ィぺ'ノトドューア ー 

イベントログを確認できます。 


バフ オーマ'ノスモニター 

性能情報®採取や確認ができます。 


Windows 夕又クマネージャー 

觀リソ-ス_状況確_行德鋼がで. 

デバイスマネージャー 

n ー ドウエアの状態を確認できます。 


シス亍 ム情银 

システム情報を確認できます。 





構成 


* 

Windows Update 

更訢プログラムをインスト-ルできます。 



ブログラムを菅理できます。 



ユーザーとグループを f 理できます。 



サービスを f 理できます。 


勺スクスサジューラ 

タスクのスクジュールを菅理できます。 


ネットワーウ梅短 

ネットワークを f 理できます。 


R 付と時刻 

日付と時刻を設定できます。 


Windows ファイアウオール 

ファイアウォールを f 理できます。 


セキュリ亍ィが強化された Windows ファイ 

ァウォール 

ファイアウォールの詳細な菅理ができます。 


ローカルれ+ュリ亍ィポリシー 

1 Z キュリ亍ィボリシー槐理でぎます。 


ESMPRO/SerwerAeent 

サーバー菅珲の诵報や監視本設定で，丰す。 
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iStorage NS の設定を行う 


2. [ユーザー] を右クリックし、[新しい ユーザー] をクリックします。 

3. ユーザー名等を指定し、[作成]ボタンをクリックします。 



上記のパスワードは、管理者が一時的に作成したものであるため、運用に際しては次項 [1.5.1.1 セキュ 
リティの設定を変更す る 】 と 【 1.5.1.2 ユーザーのパスワードを変更す る 】 の手順に従い、クライアント 
ユーザーにて変更することをお奨めします。 
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iStorage NS の設定を行う 


1.5.1. 1 セキュリティの設定を変更する 

クライアントからユーザーのパスワードを変更するには、事前に以下の手順でセキュリティの設定を変更 
する必要があります。 

1. 管理者メニューの [ローカル セキュリティ ポリシー] をクリックします。 


管理者メニュー [-1°1 x 


診断 


ft 

A 

ィぺ V ト ドューァー 

イベントログを確認できます。 



バフォーマノス子二々一 

性能情報®採取や確認ができます。 



Windows タスクマネージ■ャー 

說リソ-ス _ 状況確_行中の奴輝で. 


デバイスマネージャー 

n ードウエアの状態を確認できます。 



V ス亍ム馆報 

システム情報を確認できます。 



構成 


A 


Windows Uodate 

更訢プログラムをインストールできます。 



プロヴラムと极能 

プログラムを f 理できます。 



ローカルユーザーとラ■ループ 

ユーザーとグループを菅理できます。 



サードス 

サービスを管理できます。 



勺スクスサジューラ 

タスクのスクジュールを菅理できます。 



ネ V トワーゥ格槎 

ネットワークを菅理できます。 



R 付と時刻 

日付と時刻を設定できます。 



Windows ファイアウォール 

ファイアウォールを菅理できます。 



ヤキ a リ亍ィが強化六れた Windows ファイ 

ファイアウォールの詳細な蓄理ができます。 




tz キュリ亍ィボリシーを f 理できます。 




サーバー菅珲の诵報や監視本設定 T •，丰す a 




2. 左画面の [ローカルポリシー] をクリックし、 [セキュリティオプション] を ダブル クリックしま 

す0 
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iStorage NS の設定を行う 


3. [ネットワーク アクセス： 

リモートからアクセスできる名前付きパイプ]をダブルクリックします。 


□一カルセキュリティポリシー 1 - 1 D 1 x 

tf ィル®提蝴 mm ) 〜レブ⑻ 

♦ +1 芒！ @ 3C 画 昆 E 園 

^ t キュ 1 厅ィ©設定 

ポリシ- ▲ tr キュ 1 斤抑設定 

A 

t> 2i アカウントポリシ- 

. ドメインメンノ C- :可能な場合\セキュ 1 斤ィで保護され广こ升ネ JUD ... 有効 



」 .二4 □一カルポリシー 
t > .為 監査ポリシー 
!> i ユーザー権利の劃 1 ?当て 
t > 二 4¢ キュ 1 万 v 打ション 
レ」 セキ ユ I 万 v が 強化された Windows 77 ィ 
jj ネットワークリスト マネ-^ p - m >- 
t> 111 公!!キー®ポリシー 
t > _ j 刃トウェア®制_ポリシー 
[> ：3 7?妙-ション制御如シ- 
t> _,g IP 它キユ 1 厅ギボリシー 〔□一カ ルコンビユ¬ 
レ。 監査ポリシー®詳細な構成 


i^i ドメインメンバ-:強力な (Windows 2000か石 H 以陰®ジ ... 
&ドメインメンバ-:最大□ンビュータ-アカウント®パスワ-ド■効… 
^ドメインメンバー:岸にセキュ 1 で保護されたチヤネデ… 
W ネットフ-クア处ス： Evetyone のア把ス許可を匿名ユ-ザ- C„ 
.! ネットフークア处ス： SAM アカウントおよび共有の匿名®列挙を… 
，ネットフ-クアク tl ス： SAM アカウントの E 名财 ij 挙を許可しない 
なネットワーク 7吹7こ. ネットフーケ認証®ため^ 1 C スフードおよび資格… 
;丰ットワークアグ七ス：リモートからアク t! スで含るレジスト LKD パス 
:ネザトワークアクでス：リモートか6アク它スできるレジスト i® パスおよ... 


衣. r フ-クア池ス：リモ-卜が 3ア奸スできる名前付き代打 


有効 
30 日間 
有効 

mm 

態 

有効 

mm 

System ¥Cu rrentCont... 
System¥Cu rrentCont.. ■ 


., 不、 y rj-u y^A'. u 刀 j レ / 刃ワン r-o)^n こ tr 早ユリ丁イ七丁 j レ 

ふネヴトワ-クアク^ス： H 名でア兜スできる共有 
岛抑トワーク ア她ス :11名® sid と名前喊、換を許可する 


クラシ^ 
未定盖 

mm 


- □—カルユ 


4. [ローカル ポリシーの設定]タブを選択して” SAMR ” と入力し、[適用]をクリックして [ OK ] ボタ 
ンをクリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


1 .5.1.2 ユーザ'—のパスワ^ー ドを変更する 

ここでは、以下の設定で Windows 7 のクライアント PC から、ユーザーのパスワードを変更する手順を説 
明します。 


設定項目 

設定内容 

iStorage NS のコンピューター名 

FILESV1 

ユ， — if ' 名 

t-yamada 


1. クライアント PC で、 [Ctrl+Alt+Del] を押下します。 

2. [パスワードの変更]ボタンをクリックします。 

3. 変更内容を下記の表を元に入力して [0K] ボタンをクリックします。 


項目名 

入力内容 

ューザー名 

filesv1¥t-yamada 

古いパスワ' ー ド 

変更前のパスワード 

新しいパスワード 

新たに設定するパスワード 

新しいパスワード（確認入力） 

新たに設定するパスワードの再入力 


[ 注意】 

• パスワードの有効期限は初期設定では 42 日になっておりますので、お客様のポリシーに合わせ 
て適宜変更してください。 

• パスワードの文字数は6文字以上である必要があります。また、パスワードには、英大文字、 
英小文字、数字、記号の文字の 4 つの種類のうち 3 つの種類が使用されていなければなりませ 
ん〇 
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iStorage NS の設定を行う 


1.5.2 ローカルグループを作成する 

ここでは、以下の設定で iStorage NS 上に ローカルグループを 作成し、 ローカルユーザーを 所属させる手 
順について記載します。 


設定項目 

設定内容 

グループ名 

soumu-g 

説明 

任意 

所属するメンバー 

t-yamada 


管理者 メニューの[ローカルユーザーとグループ] をクリックします。 




管理者メニユ- 


エ ロ I 


診断 


ft 

ィぺ'ノトド"ューアー 

イベントログを確認できます。 


バフ オーマ'ノスモニター 

性能情報®採取や確認ができます。 


Windows 夕 又 クマネー ジ 'ャー 

觀リソ-ス_状況確_行中一里がで. 

デバイスマネージャー 

ハ ードウエアの状態を確認できます。 


シス亍ム 情報 

システム情報を確認できます。 



構成 


A 


Windows Update 

更訢プログラムをインスト-ルできます。 




ブログラムを菅理できます。 




ユーザーとグループを f 理できます。 




サービスを f 理できます。 



勺スクスサジューラ 

タスクのスクジュールを菅理できます。 



ネ V トワ ーウ搬 

ネットワークを f 理できます。 



R 付と時刻 

日付と時刻を設定できます。 



Windows フ 7 イアウオール 

ファイアウォールを f 理できます。 



れキ zl リ亍ィが強化六れ/; -Windows ファイ 

ァウォール 

ファイアウォールの詳細な菅理ができます。 



ローカルれ+ュリ亍ィポリシー 

1 Z キュリ亍ィボリシーを f 理できます。 



ESMPRO/SerwerAEent 

サーバー菅珲の诵報や監視本設定で，丰す〜 




2. [グループ]を右クリックし、[新しいグループ]をクリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


3. 


グループ 名、 説明を 入力し、 [追加]ボタンをクリック します。 



4. [ユーザーの選択]画面が表示されるので、[詳細設定]をクリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


5. [オブジェクトの種類]をクリックします。 



6. [ほかのオブジェクト]と[ビルトインセキュリティプリンシパル]のチェックを外し、 [0 K ] をク 
リックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


7. [検索]をクリックすると、[検索結果]に検索結果が表示されるので、作成したグループに追加する 
ユーザー ( t - yamada ) をダブルクリックします。 



8. [選択するオブジェクト名を入力してください]に選択したユーザー ( t - yamada ) が入力されてい 
ることを確認し、[〇 K ] をクリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


9. [所属するメンバー]に追加したユーザーが表示されていることを確認して[作成]ボタンをクリッ 
クします。 



10. [閉じる]ボタンをクリックして画面を閉じます。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


2 iStorage NS の共有領域を作る 


♦ 共有を作成する 

SMB 共有を作成する手順を説明します。 

♦ アクセス権を管理する 

SMB 共有のアクセス権を設定.変更する手順を説明します。 

♦ Windows クライアントからアクセスする 

Windows クライアントから SMB 共有にアクセスする手順を説明します。 

【注意】 

Windows Storage Server 2012では、共有フォルダーに対する Windows 98 、 Windows Me 、 または 

それ以前のオペレーテイングシステムからのファイル操作をサポートしておりません。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


2.1 共有を作成する 

2.1.1 新しい共有ウィザードで共有を作成する 

iStorage NS では、 サーバーマネージヤーの[ファイルサービスと 記憶域 サービス] から [新しい 共有ウイ 
ザード]を起動し、 SMB 共有および NFS 共有に関連する設定を行うことができます。 

NFS 共有の作成については、 【 管理者 ガイド（詳細編） 1.2 UNIX クライアントからアクセス する 】 を参照 
してください。 

FTP 共有の作成については、 【 管理者 ガイド（詳細編） 1.3 FTP クライアントからアクセス する 】 を、 HTTP 
(Web) 共有の作成については、 【 管理者 ガイド（詳細編） 1.4Web クライアントからアクセス する 】 を参 
照してください。 

ここでは、以下の設定内容で SMB 共有フォルダーを作成する手順を説明します。 

共有フォルダーを作成する際のアクセス権の詳細については、本書の [2.2.1 共有レベルのアクセス 許可 】 
および 【2.2.2 ファイルシステムレベルのアクセス 許可】 を参照してください。 


【SMB 共有】 


設定項目 

設定内容 

共有を作成するボリューム 

D 

共有するフォルダー 

soumu 

SMB の共有名 

soumu 

NTFS のアクセス許可 

administrators 

フルコントロール 


CREATOR OWNER 

フルコントロール 


SYSTEM 

フルコントロール 


soumu-g 

変更 


※共有フォルダーは、 

個別のアクセス権を設定する 


ことが一般的であるため、親フォルダーからのアク 


セス権の継承は行わない 

共有フォルダーのアクセス許可 

Everyone 

フルコントロール 

アクセスベースの列挙 

有効にする 

キヤッシュの設定 

デフオルト設定 
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iStorage NS の共有領域を作る 


1. サーバーマネージヤーから[ファイルサービスと 記憶 域サービス ] を クリック します。 



2. [共有]を選択し、[タスク]から[新しい共有]をクリックします。 



3. [新しい共有ウイザード]が起動しますので、 [ SMB 共有-簡易]を選択し、[次へ]ボタンをクリッ 
クします。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


4. [共有の場所]で[カスタムパスを入力してください]を選択し、作成したい共有フォルダーのパス 
とフォルダー名を入力して、[次へ]をクリックします。 



【注意】 

[ボリュームで選択]より共有を作成した場合、指定したボリュームのルート直下に Shares フォルダー 
が作成され、その下に指定した共有フォルダーが作成されます。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


5. [共有の説明]を入力し、[次へ]ボタンをクリックします。 



6. 以下の画面が表示されるので、[〇 K ] をクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


7. [アクセス許可設定に基づいた列挙を有効にする]をチェックし、[次へ]をクリックします。このチ 
エックを有効にすると、ユーザーがアクセス許可を持つファイルとフォルダーだけが表示されます。 



8. [アクセス許可をカスタマイズする]をクリックします。 


新しし哄有ウイザ-ド 

アクセスを制御するアクセス許可の指定 


プロフアイ逞択 共有の:77イ肋こ対するアク許可は、フォのア^ t ス許可、共有のア^可、および集約型アク HX 

灶有の場所 ポ 11 シ - ( ; ^ン）施み合わせを使用して設定され 


共有名 共有のアケ t ス許可： Everyone 謗み取り專用 

他の設定 フカ！^-のアク校許可 (£): 


ァク奴許可 

カンシパル 


劃先 

確認 

許可 

BUILTIN¥Users 

BUILTIN¥Users 

. 

読み取りと新 

. 

このフォサカォお JX り7イル 

許可 

CREATOR OWNER 

フルコント〇—ル 

サカォ从一と:77伽み 

許可 

NT AUTHORITY¥SYSTEM 

フルコント〇—ル 

このフォサカォお《«わ7イル 

許可 

BUILTIN¥Administrators 

フルコント〇—ル 

このフォ W -、 サカォおイル 

許可 

BUILTIN¥Administrators 

フルコントロ-ル 

このフォのみ 



Ilf 


II ア^ tx 許可をカスタマイ； or るに)… ■ 


r < 萌^ eg ) I 「次へ出)> 1 ㈣ [: r 抑ル I 
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iStorage NS の共有領域を作る 


力>5/パル 

ア处ス 

継承元 

翻先 

Administrators (FILESVl¥Admi … 

フルコントロール 

なし 

この 

Administrators (FILESVl¥Admi". 

フルコントロール 

D:¥ 

このフォ jW -、 サカ 

SYSTEM 

フルコ>卜□一 J レ 

D:¥ 

このフヵ！^-、サカ 

CREATOR OWNER 

フルコントロール 

D:¥ 

サカォ JW- と:7?イ J 

Users (FILESVl¥Users) 

読み取りと実行 

D:¥ 

このフォ W-、 サカ 

Users (FILESVl¥Users) 

特殊 

D:¥ 

このフオ M •-とサカ 


[追加 Q )] ョ:干[ 表亍丄 


縣の麵化① ] 

□ 子オブジェク K© アクセス許可エントリすべてを、このオブジェクトか50^可能なアクセス許可エントリで匿き換える (E) 


OK I [ 抑 M 


10. 以下のダイアログボックスが表示されたら、[継承されたアクセス許可をこのオブジェクトの明示的 
なアクセス許可に変換します。]をクリックします。 


絶承®プ□ツク 


x 


現在継承されてい5アクセス許可で実行する処理 

このオブジェクド\の継承をブ□的しよ3としています。ブ□的すると親オブジェウトがら継承 SlfcHrt ! ス 
許可はこ■ブジエ外趣甲されません 


i 


継承され t アクセス許可をこのオブジ I 外®明示的なアクセス許可に変 
換します. 


このオプジ I クトから継承され r こアクセス許可をすべて削除します。 


キヤ M ! ル 


9. レ 継承の無効化]をクリックします。 

soumu のセキュリティの詳細設定 

名前： D:¥soumu 

所有者： Administrators (FILESVl¥Administrators) 変更 (£) 

ァクセス許可|"^ [ 監査 |有効なァクセス| 

詳細については、アクセス許可エントリを丈力叨リックしてください。アクセス許可エントリを変更するには、エントリを逞択し、[褊集】(使用できる場合] 
アクセス許可エン KI: 


願 SSK 

取^絶取 aL 取 
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iStorage NS の共有領域を作る 


11.[ UserspiLESVWUsers )] の[特殊]を選択し、[削除]をクリックします。 

sou mu のセキュ_斤イの詳細設定 


名前： D:¥soumu 

所有者： Administrators (FILESVl¥Administrators) 変更 (£) 



x 


アケ t ス許可 r 共有 監査 f 有効なアクせス1 


關 につし、 ては、アクセス許可エントリをダブルクリックしてください。アクセス許可エントリを奕更するには、エントリを顏し、[福集](赖できる場合)をクリックします。 


アクセス許可エントリ: 


種類 カンシパル ァ仍!ス 

取許可 Administrators (FILESVl¥Admi... フル]ント□ール 

虼許可 SYSTEM フルコント□-ル 

取許可 CREATOR OWNER フルコント□-ル 



継承元 
なし 
なし 
なし 


なし 


適先 

このフォサカォおよび:77ィル 
このフォサカおよび:7?ィル 
サカォと:77ィ 

このフオサカオおよび:かイル 


このフォ於'-とサカォ 


「 iiJtlDCD) [If 削除® 1 f 賴㈤ I 

[ 麟©化 (!）I 


□ 子オブジェクアクセス許可エントリすべてを、このオブジェクトか5の維承可能なアクセス許可エン NJ で匿き換える (E) 

0K ][ 抑メ Z ル] I 31^(A) | 


12. [ Users ( FILESV 1¥ Users )] の[読み取りと実行]を選択し、[削除]をクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


13. [追加]をクリックします。 



14. [プリンシパルの選択]をクリックします。 

sou mu ©アクセス許可エント 1 J 


プリンシパル 

ブ j ンシノ m 


職 

許可 

V 


適用先： こ®フ木 W —、サフフカレダーおよびファイル 


基本のアクセス許可： 

□フル]ント□ール 
□愛更 

0読み取りこ実行 
0フォルダーの内容®—頁表示 
0誇み取り 
□害色 A み 
□特殊なアクセス許可 

□これ30アクセス許可を、こ®]:>テナーの中にある； t ブジ1外や]^ 1 ナーにのみ適用する① 
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iStorage NS の共有領域を作る 


15. [ユーザー またはグループの選択]画面が表示されるので、[詳細設定]をクリックします。 



16. [オブジェクトの種類]をクリックします。 



17. [ほかのオブジェクト]、[ビルトイン セキュリティ プリンシパル]および [ユーザー] のチェック 
を外し、 [0 K ] をクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


18. [検索]をクリックすると、[検索結果]に検索結果が表示されるので、共有にアクセス権を設定する 
グループ ( soumu - g ) をダブルクリックします。 



19. [選択するオブジェクト名を入力してください]に選択したグループ （ soumu - g ) が入力されている 
ことを確認、し、[〇 K ] をクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


20. 追加した [ soumu - g ] で[変更]の許可を有効にして[〇 K ] ボタンをクリックし、 soumu のアクセ 
ス許可エントリ画面を閉じます。 




soumu のアクセス許可エントリ 



プ 1 J ンシパル: soumu-g ( FILESV 1\ soumu - g ) カンシパ択 
輙 I 許可 

翻先： I このフォ从-、サカォぶ-およ阶ィル ： 


鉢のア^ Z ス許可： 

离度なア仲 7 TF 可を表示する 

□フルコント ロール 


1 0 輝』 


実行 

@フォルダーの内容の一頁 II 示 


0読み取り 


0害秘み 


□特賊ア处ス許可 


□ これ5のアクセス許可を、この] X ナーの中[ホるオブジェクトや]ナーにのみ適用する① 

すべてクリア 


OK I [ +1 TM ! ル] 


21. [共有]タブを選択し、[アクセス許可エントリ]の[許可： Everyone ] をダブルクリックします。 



53 

































































iStorage NS の共有領域を作る 


22. [フルコントロール] をチェックし、 [0 K ] ボタンをクリックします。 



23. [0 K ] ボタンをクリックし、 [ soumu のセキュリティの詳細設定]画面を閉じます。 

24. [次へ] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


練の: r □版 
練名： 

説明： 

力卜]ル： 

ア啦 A - ス侧挙: 
キ W シュ： 
BranchCache : 
データ化： 


25. 設定内容を確認し、正しい場合は[作成]ボタンをクリックします。 


jL 新しし哄有ウイザード 


選択内容の確認 

以下の設定が正しいことを確認し、[作成]をクリックしてください。 

練觸所 

サー八-: FILESV1 

クラスタ非クラスタ-化 
□一カルパス： D:¥soumu 


プロファィ⑽退択 
共有の場所 
共有名 
他の設定 
アクセス許可 


:前へ⑵1次へ ( N ) > I [[ 作成に） ] キ伙ル1 


26. 正しく設定が完了した場合は、以下のように表示されます。[閉じる]ボタンをクリックします。 


rL 


新しし哄有ウイザ-ド 


S X 


結果の表示 


共有が正常(こ作成されました。 


タスク 

SMB 共有辦成 
SMB アク t ス許可の設定 


進行棚 


完了 

完了 


：前嗜 ） I [次へ〇〇 > ] 閉じる I 抑 MZ ル I 
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iStorage NS の共有領域を作る 


2.1.2 既存のフォルダーを共有フォルダーに設定する 

本書の 【 2.1.1 新しい共有 ウィザードで 共有を作成す る 】 に 記載の通り、 サ'ーバ'ー マネ' ージャーの[フアイ 
ルサービスと 記憶域 サービス]から [新しい共有 ウィザード]を 起動し共有 フォルダーを 作成する ことも 
できます が、ここではエクスプローラーから 既存の フォルダーのプロパティを 開いて、共有 フォルダーに 
設定する方法を記載します。 


設定項目 

設定内容 

既存フォルダ'一が存在するボリュ'ーム 

D 

既存フォルダー名 

eigyo 

共有フォルダーのアクセス許可 

Everyone 

フルコント ロール 

NTFS のアクセス許可 

eigyo-g 

フルコント ロール 


1. 管理者メニューの[エクスプローラー] をクリックします。 
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2. 左画面で [コンピューター] の [ボリュームの:)] をクリックし、既存の [ eigyo ] フォルダーを右クリ 
ックして、 [プロパティ] をクリックします。 



ボリュー厶 ( D :) 


擁 齡 


コンビュータ ー► ポ 1 J ュー 


If お気に入 1 ? 

i ^> q-f 

國 デスクトガ 
:馳表示した場所 

h ライブラリ 

画ヒ物 
S ビデオ 
Jt ジ JT ク 

B 琴 コンビユ-夕 - 

WSS2012 (€:} 
ボ 1 J ユ—厶【□■:_) 

% ネツト7—ク 


名前 


U eigyo 


TD / Ct ^ CR ) 


更新日時 


開 <(〇) 


新しいウ OF ウで問 (〔E) 


スタ-卜にビン留め 〔P) 


擁 (H} 

> 

以前®パ-シヨ >収复元(V〕 


ライブラ 1 JldUd □⑴ 

> 

送刺 

> 

切卿 OT 


コビ -(C) 


シヨ-卜加 N7M 乍成 (S) 


削除⑽ 


名前©^更 (M) 



さ/04/241: 


3/03/04II 


3. [共有]タブを選択し、[詳細な共有]をクリックします。 
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4. [このフォルダーを共有する]を有効にし、[アクセス許可]をクリックします。 



5. [フルコントロール] をチェックし、[適用]をクリックして [0 K ] をクリックします。[詳細な共有] 
の画面に戻りますので、[適用]をクリックし[〇 K ] をクリックして画面を閉じます。 
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6. [セキュリティ] タブを選択し、[編集]をクリックします。 



7. [追加]をクリックします。 

eigyo ©アクセス許可 

セキュ 1 所_ 

打ジエクト名： D:¥eigyo 
プル-プ名また[ね-ザ-名 ( S ): 


! CREATOR OWNER 


% SYSTEM 

% Admin istrators (FI LESVl¥Adrriin istrators ) 
乾 Users ( FILESVl ¥ Users ) 


「 


削除⑻ 

ア仲ス許可 ( E ): CREATOR OWNER 

許可 

拒否 


：7 J レコントロ ー J レ 

□ 

□ 

A 

变更 

□ 

□ 


請み取沘実行 

□ 

□ 


L ^_© 内容®—宜表示 

□ 

□ 

~ 1 

読み取り 

□ 

□ 

V 


アウヤス制御：^アウ々ス許可の雲鞋 1 を表示 l .■抗 E 



OK 

キャン t ル 

MCA ) 
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8. [ユーザー またはグループの選択]画面が表示されるので、[詳細設定]をクリックします。 



9. [オブジェクトの種類]をクリックします。 



10. [ほかのオブジェクト] 、[ビルトインセキュリティプリンシパル] および [ユーザー] のチェックを 
外し、 [0 K ] をクリックします。 
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11. [検索]をクリックすると、[検索結果]に検索結果が表示されるので、共有にアクセス権を設定する 
グループ ( eigyo - g ) をダブルクリックします。 



12. [選択するオブジェクト名を入力してください]に選択したグループ ( eigyo - g ) が入力されているこ 
とを確認し、[〇 K ] をクリックします。 
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13. [フルコントロール] をチェックし、[適用]をクリックして[〇 K ] をクリックします。 
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2.2 アクセス権を管理する 

SMB 共有のアクセス権には、共有レベルのアクセス権とファイルシステムレベルのアクセス権があります。 
共有レベルのアクセス権はネットワークアクセス時に適用されるアクセス権で、ファイルシステムのアク 
セス権は、共有フォルダー内のフォルダーやファイルに適用されるアクセス権です。この2つのアクセス 
制御を組み合わせることで、細やかなアクセス制御を行うことができますが、共有レベルのアクセス権を 
制限しないで、ファイルシステムレベルのアクセス権で制御を行うのが一般的です。 

例えば、共有フォルダー A に対して、共有レベルのアクセス権ではすべてのユーザーにフルコントロール 
のアクセス許可を設定します。ファイルシステムレベルのアクセス権では soumu グループに対しフルコ 
ントロールに設定し、 eigyo グループには読み取りのみの設定を行います。 

これにより、部門毎の機密性を向上させることができます。 

2.2.1 共有レベルのアクセス許可 

以下の表は、アクセス許可のレベルごとに可能な操作を記載しています。 


アクセス許可 

可能な操作 

フルコントロール 

すべての変更許可に加え、アクセス許可の変更 ( NTFS ファイ 

ルおよびフォルダーのみ） 

変更 

すべての読み取り許可に加え、ファイルとサブフォルダーの追 

カロ、ファイル内容の変更、サブフォルダーとファイルの削除 

読み取り 

ファイル名とサブフォルダー名の表示、ファイルデータの表 

示、プログラムの実行 


共有レベルのアクセス許可の設定では、許可する権限だけでなく、拒否する権限も指定できます。矛盾す 
る設定を行った場合は、常に「許可」よりも「拒否」のほうが優先されます。 
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2.2.2 ファイルシステムレベルのアクセス許可 


以下の表は、アクセス許可のレベルごとに可能な操作を記載しています。 

なお、継承されているアクセス許可を変更する場合は、親フォルダーからの継承を無効化する必要があり 
ます。 


アクセス許可 

可能な操作 

フルコントロール 

変更の許可に加え、サブフォルダーとファイルの削除、アクセス許可 

の変更、所有権の取得 

変更 

フォルダーのスキヤンとファイルの実行、フォルダーの一覧/データ 

の読み取り、属性の読み取り、拡張属性の読み取り、ファイルの作成 

/データの書き込み、フォルダーの作成/データの追加、属性の書き 

込み、拡張属性の書き込み、削除、ァクセス許可の読み取り、同期 

読み取りと実行 

フォルダーのスキヤンとファイルの実行、フォルダーの，覧/データ 

の読み取り、属性の読み取り、拡張属性の読み取り、アクセス許可の 

読み取り、同期 

フオルダ^一の内容の一覧表示 

フォルダーのスキヤンとファイルの実行、フォルダーの一覧/データ 

の読み取り、属性の読み取り、拡張属性の読み取り、アクセス許可の 

読み取り、同期 

読み取り 

フォルダーの一覧/データの読み取り、属性の読み取り、拡張属性の 

読み取り、アクセス許可の読み取り、同期 

書き込み 

ファイルの作成/データの書き込み、フォルダーの作成/データの追 

カロ、属性の書き込み、拡張属性の書き込み、アクセス許可の読み取り、 

同期 


ファイルシステムレベルのアクセス 許可の設定では、許可する権限だけでなく、拒否する権限も指定でき 
ます。矛盾する設定を行った場合は、常に「許可」よりも「拒否」のほうが優先されます。 
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2.2.2.1 ファイルシステムレベルのアクセス権を設定する 

ここでは、既存の共有に、以下の設定内容でアクセス権を追加する手順を説明します。 


設定項目 

設定内容 

共有フオルダー 

soumu 

アクセス許可 

eigyo-g :読み取り 


1. サーバーマネージヤーの[ファイルサービスと 記憶 域サービス] をクリックします。 



サーパーマネータヤー 


ダッシュボード 



-」□[ X 


表示〇〇 AJ レブ(出 


タッシ rf - ド 


口一加しサーパー 
ii すべて®サー八一 
tl DHCP 

i © iis 


サー八ーマネー外一へようこそ 


iE ファイルサービスと記憶域.. 

■9 



この □— カルサーバ—の構成 

クイ的スタート 

to ) 


2 役割と機能 ® iEM 


3 管理するサー八一の追 


2. [共有]から設定を変更する共有を右クリックし、プロパティをクリックします。 

i _ サ ー K - マネー外一 




典有 

すべて■有 I 合計… I タスク 


フ Y ルタ- 


J FILESV 1 ⑴ 


^ V 

u-m 


クォータ® li 成... 


tmmit 


プロパテ< 
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力》パル 

ァ时ス 

継承元 

綱先 

Administrators ( RLESVl ¥ Admi ... 

フルコント□ー ル 

なし 

このフォ W -' サフ 

SYSTEM 

フルコント□ール 

なし 

このフォ M '-、 サつ 

CREATOR OWNER 

フルコント□•ル 

なし 

サカォと:7? 

soumu-q ( FILESVl ¥ soumu - q ) 

変更 

なし 

このフオ W -、 サコ 


「 mm 1 1 削除四 1 表示凹 1 

T 継承喃 効化 ① l 

□子オブジェクアクセス許可エントリすべてを、このオブジェクトからの維承可能なアクセス許可エントリで匿き換える ( E ) 

0 K ] I 抑: 


3. [アクセス許可]をクリックし、[アクセス許可をカスタマイズする]をクリックします。 



4. [追加]ボタンをクリックします。 

soumu の t キュ 1 斤ィの詳細設定 

名前： D:¥soumu 

所有者： Administrators ( RLESVl ¥ Administrators ) 変更に） 

ァクセス許可] 共有~| 監査 |有効なァクセス| 

詳細については、アクセス許可エントリをダカリックしてください。アクセス許可エントリを変更するには、エントリを逞択し、[福集](使用できる墩 
アクセス許可エン KI : 


i 許許許許 
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5. [プリンシパルの選択]をクリックします。 



プリンシパル 
.觀 
適用先： 




許可 

V 


こ©フオルダー' サブフポレダー拉 cfctfTHX 


基本のアクセス許可 

□フルコントロール 
□変更 

0諸み取行 

0フオ jW — の内容の一頁表示: 

0読み取 D 

□害き込み 

□特 M アクセス許可 


6. [ユーザー またはグループの選択]画面が表示されるので、[詳細設定]をクリックします。 



7. [オブジェクトの種類]をクリックします。 
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8. [ほかのオブジェクト]、[ビルトイン セキュリティ プリンシパル]および [ユーザー] のチェック 
を外し、 [0 K ] をクリックします。 



9. [検索]をクリックすると、[検索結果]に検索結果が表示されるので、共有にアクセス権を追加する 
グループ ( eigyo - a ) をダブルクリックします。 
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10. [選択するオブジェクト名を入力してください]に選択したグループ ( eigyo - g ) が入力されている 
ことを確認、し、[〇 K ] をクリックします。 



11. [読み取りと実行]のチェックボックスを無効にし、 [0 K ] ボタンをクリックします。 



12 . 


[ OK ] ボタンをクリックして 


[ soumu のセキュリティ詳細設定]画面を閉じます。 


13. 


[ OK ] ボタンをクリックして 


[ soumu の プロパティ] 画面を閉じます。 


69 









































































iStorage NS の共有領域を作る 


2.2.2.2 アクセスベースの列挙 

iStorage NS では、共有フォルダーにネットワーク経由でアクセスした場合に、共有フォルダーおよびその 
配下で、該当ユーザーのアクセス権があるフォルダー•ファイルのみを表示させる、アクセスベースの列 
挙機能が標準で用意されています。設定は SMB 共有作成時または既存の共有のプロパティを開いて行うこ 
とができます。共有作成時に設定する方法については本書の 【 2.1 共有を作成す る 】 に説明していますの 
で、ここでは既存の SMB 共有に設定する手順を説明します。 


1. サーバーマネージヤーから[ファイルサービスと記憶域サービス]をクリックします。 



2. [共有]を選択し、設定を変更する共有を右クリックして、プロパティをクリックします。 

V サ -K- マネージャー 




サ—八- 
ポリュ -A 
ディスク 
記__域プ ーJ し 



共有 

すぺ ての共有 I 合 ft : 2 


I タスク 


ボリ: L-A 

FILESV 1 上の ei 


P 


u-m ju 



FILESVl(2) 

クオ… 


寐應止 


[ 加テ Y 


ボリュ-厶 （□ 


0.7%使用 

亡 
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3. [設定]を選択し、[アクセスベースの列挙を有効にする]のチェックを有効にして、[適用]をクリッ 
クした後、[〇 K ] ボタンをクリックします。 
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2.3 Windows クライアントからアクセスする 

ここでは、下記表の設定内容で iStorage NS 上の共有フォルダーを Windows OS のクライアント PC のド 
ライブに割り当てる方法について説明します。クライアント PC に割り当てられたドライブをクリックす 
ると、アクセス許可が設定されているユーザーが共有フォルダーにアクセスすることができます。 


設定項目 

設定内容 

クライアント PC のドライブ 

G 

iStorage NS のコンピューター名 

FILESV 1 

共有フォルダー名 

soumu 


2.3.1 コンピューター画面を使用しアクセスする 

Windows 7のクライアント PC で、コンピューター画面から共有フォルダーをドライブに割り当てる手順 
を説明します。 


スタートボタン をクリックし、 [コンピューター] を右クリックして、 [ネット ワークドライブの割 
り当て]をクリックします。 


— 

リモートデスクトップ接続 


感 ぺィ >卜 

\ 

メモ帳 


麵コマンドプロンプト 


(獅こ 


句 プ□ジ I クタ-へ編^ 

1! 

1 « 




Snipping Tool 


XPS ピユーァー 


卜 すべてのプログラム 


|プ匚クラムこファイノ索 

p 1 1 
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2. [ネットワークドライブの割り当て]画面が起動しますので、[ドライブ]のプルダウンを選択し、[フ 
オルダー]欄に入力して、[完了]をクリックします。 

なお、クライアント PC にサインインしているアカウントと異なるアカウントでサインインする場 
合は、[別の資格情報を使用して接続する]をチェックしてください。 


. ノ 本ットつークドライブ®割0当て 


劃り当てるネットワークフオノレダー迓 ii 択してください 
るフオと使用するドライブ文字を指定し!:ください： 





ドライブ⑼： 
フォ M- ⑼： 



G ： ▼ 



¥¥filesvl¥sounnu 

▼ 


mm)- 


例： ¥¥server¥share 
m □ヴォン時に再接綾柯® 

[□別 0皆格憤報を使用し！:接^る〔〇 
ドキュメントと画■居の保存に使用で寺る Web サイトに培 M ■■■安す- 


完了出 ） I | キャンセル 


3. ユーザー名とパスワードを要求されますので、入力し [0 K ] をクリックします。 


以上で、クライアント PC の G ドライブに、 FILESV 1 の soumu が割り当てられます。エクスプローラ 
一等で G ドライブをクリックすると、 soumu の共有フォルダーにアクセスすることができます。 
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2.3.2 NET USE コマンドを使用してアクセスする 


クライアント PC で 、 NET USE コマンドを使用し、共有フォルダーをドライブに割り当てる手順を説明し 
ます。 

1. クライアント PC でコマンドプロンプトを起動します。 

2. 以下の構文でコマンドを入力して Enter キーを押下します。 
net use g : ¥¥ filesv 1 ¥soumu (g はドライブ文字） 



【注意】 

クライアント PC でサインインしているユーザー名とパスワードが、ドメインコントローラや 
iStorage NS に登録されているユーザーと異なる場合は、ユーザー名とパスワードの入力を要求され 
ますので、画面の指示に従って入力してください。 


3. コマンド正常終了のメッセージが表示されたら、コマンドプロンプトを閉じます。 

以上で、クライアント PC の G ドライブに、 FILESV 1 の soumu が割り当てられます。エクスプローラー 
等で G ドライブをクリックすると、 soumu の共有フォルダーにアクセスすることができます。 


74 



























iStorage NS を運用する 


3 iStorage NS を運用する 


♦ データ/システムを保護する 

バックアップや、システムの設定情報の保存など、データ/システムの保護について説明します。 

♦ データ/システムを復旧する 

バックアップや、バックアップ DVD を使用した〇 S リカバリーについて説明します。 

♦ 簡易的に性能をチューニングする 

デフラグの実行など、パフォーマンスを向上させる簡単な方法について説明します。 

♦ システムを監視する 

ESMPRO、iStorage NS 連携モジュール 、 Universal RAID Utility の概要を説明します。 

♦ 障害を未然に防止する 

修正モジュ^ールの適用について概要を説明します。 
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3.1 データ/システムを保護する 

ウイルスなどによる 〇 S 破壊やハードウェア破損、またはお客様自身が誤ってファイルを削除してしまう 
場合や、間違った情報を書き込んでしまうことなど、様々な要因でデータを失うことが考えられます。こ 
れらの要因を100%防止することはできませんので、定期的にデータのバックアップを行ってください。 

3.1.1 バックアップソフトウェアを使用する 

定期的に本体のハードディスクドライブ内のデータをバックアップすることをお勧めします。 

iStorage NS のバックアップには、標準機能の Windows Server バックアップを利用することができます。 

Windows Server バックアップにつきましては、詳しくは、 【 管理者 ガイド（詳細編） 3.4 Windows Server 

バックアップ 】 や、メンテナンスガイドを参照してください。 

また 、 Windows Server バックアップ以外のサードパーティ製バックアップソフトウェアを利用すること 
もできます。最適なバックアップ用ストレージデバイスやバックアップソフトウェアについては、お買い 
求めの販売店にお問い合わせください。 

【注意】 

バックアップソフトウェアの導入に際しては、動作要件を十分にご確認ください。 


3.1.2 設定内容を控える 

バックアップを取得していない場合やバックアップは取得していたが、バックアップデータも期待するも 
のではない等の理由からバックアップデータからの復旧ができない場合は、バックアップ DVD を使用し 
てシステムを再インストールすることでシステムを復旧します。バックアップ DVD からシステムの再イン 
ストールを行った場合には、全てのシステム情報は出荷状態に戻ります。このため、システム情報の再設 
定が必要になりますので、必要に応じてシステムの設定内容を控えておいてください。 
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3.2 データ/システムを復旧する 

ウイルス感染やディスク破損によってデータやシステムに異常が発生した場合や、データを誤って削除し 
た場合は、事前に作成していたバックアップから復旧します。 

3.2.1 バックアップから復旧する 

事前にバックアップソフトウエアで作成していたバックアップデータから復旧します。 

復旧手順は各バックアップソフトウエアのマニュアルを参照してください。 

Windows Server バックアップでの復旧につきましては、 【 管理者 ガイド（詳細編） 3.4 Windows Server バ 

ック アップ 】 や、メンテナンスガイドを参照してください。 

3.2.2 システムを復旧する 

システムをバックアップ DVD から再インストールする場合、装置添付のバックアップ DVD を利用します。 
バックアップ DVD からの再インストールについては、装置付属のメンテナンスガイドをご確認ください。 
インストールが完了したら、事前に控えておいたシステムの設定情報を使用しシステムの設定を行ってく 
ださい。 
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3.3 簡易的に性能をチューニングする 

I/O 負荷が高いと、システムのレスポンス低下や、予期しない様々なトラブル発生の要因になることがあ 
ります。以下に iStorage NS において l /〇性能を向上させる一般的な方法について説明します。 

3.3.1 デフラグを実施する 

フラグメント（ファイルの断片化）が発生していると、スプリット i /〇が増加することで i /〇負荷が高ま 
ります。フラグメントの状況を定期的に確認し、必要に応じデフラグ（ディスクの最適化）を実行してく 
ださい。 

【注意】 

ユ'ーザ'ーボリュ'ームにシャドウコピ'一を作成し、さらにデフラグを行う場合は、ボリュ'ーム作成時に 
アロケーシヨンュニットサイズを 16 KB 以上にする必要があります。 


3.3.2 DAC キャッシュを有効にする 

DAC (ディスクアレイコントローラ）のキャッシュを有効にすると、書き込みデータが DAC 上のメモリ 
にキャッシュされた時点で〇 S へ書き込み完了が通知されるため、書き込み時間を短縮することができま 
す。 DAC キャッシュの設定方法については、各 DAC ボードのマニュアルを参照してください。 

【注意】 

DAC キャッシュを有効にする場合は DAC にバッテリーが接続されている必要があります。 


3.3.3 ネットワークアダプターを チー ミングする 

ネットワークアダプターをチーミングすることで、ネットワークの冗長化と スルー プットの向上を図るこ 
とができます。 

チーミンダは、ネットワークアダプターのベンダーより提供されるものと、〇 S の機能として提供されるも 
のがあります。ベンダーより提供されるチーミングの設定方法については、ユーザーズガイドやネットワ 
ークアダプターのマニュアルを参照してください。〇 S の機能として提供される NIC チーミングについては、 
【管理者 ガイド（詳細編） 3.3 NIC チーミングを設定す る】 を参照してください。 
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3.3.4 資源を増強する 

1台のサーバーにアクセスが集中すると、これまでのチューニングを行っても改善しない場合があります。 
このような場合は、ボトルネックとなっている部分を特定してその資源を増強します。例えば、常にメモ 
リ使用量が大きい場合や、仮想メモリへのスワップが発生している場合は、メモリを増設します。常に CPU 
使用率が高い場合、 CPU 増設が可能な装置では CPU を増設します。ディスク I / O が集中している場合、 
ディスク増設が可能な装置ではディスクを増設し、使用頻度の高いファイルを分散配置します。ネットワ 
ークがボトルネックになっている場合、ネットワークアダプターの増設や回線速度の速いネットワークに 
移行します。 

ボトルネック箇所の切り分けやハードウエアの増設が困難な場合などには、サーバー自体を増設して負荷 
を分散させることも有効な手段です。 
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3.4 システムを監視する 

本製品には、サーバー運用を支援するために以下のアプリケーションが添付されています。 

• ESMPRO 

• iStorage NS 連携モジュール 

• Universal RAID Utility 


これらのアプリケーションについて、以下に説明します。 


ESMPRO 

ESMPRO/Server Manager 、 ESMPRO/Server Agent を使用したサーバー管理では、1台のシステム管理用 
PC (マネージャー）のもとで、ネットワーク上のすべてのサーバー情報、 SCSI 機器接続状況、ディスク 
アレイ状況を一括管理することができます。また、障害につながる異常を自動的に検知し、システム管理 
者に通報します。障害発生時には、障害箇所や障害内容、対処方法などをリアルタイムに表示でき迅速な 
対応を支援します。さらに CPU 負荷やメモリ使用率などのサーバーの稼働状況管理も充実しています。 

本製品には、 ESMPRO/Server Manager 、 ESMPRO/Server Agent 、 ESMPRO/Server Agent Extension 、 
ExpressUpdateAgent が添付されています。 ESMPRO/Server Agent はインストール済です。それ以外は、 
EXPRESSBUILDER に格納されていますので、必要に応じてインストールしてください。 

ESMPRO/Server Manager , ESMPRO/Server Agent の詳細については 、 EXPRESSBUILDER 内の各ドキュ 

メントを参照してください。 

iStorage NS 連携モジュール 

ESMPRO/Server Manager がインストールされている環境に iStorage NS 連携モジュールを適用すること 
で、 ESMPRO/Server Manager よりリモートデスクトップを起動することができます。 


Universal RAID Utility 

Universal RAID Utility は、標準実装している RAID コントローラーの管理•監視を行うアプリケーションで 
す 。 Universal RAID Utility は出荷状態でインストールされています。 
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3.5 障害を未然に防止する 

サーバーを常に最新の状態にしておくことは、既知の問題や予期せぬ問題を未然に防ぐために有効な手段 
です。ここでは、サーバーを最新の状態にする方法に ついて 説明します。 

3.5.1 セキュリティパッチの適用 

インターネットに接続された環境では、 Windows Update を使用してセキュリティパッチを適用すること 
で、外部からの不正アクセスや不正処理を防止することができます。なお、 Windows Update は、管理者 
メニューの[構成]の [Windows Update] をクリックすると起動します。 

3.5.2 〇 S のサービスパックの適用 

iStorage NS シリーズには、マイクロソフト社が提供するサービスパックを適用することができますが、 
お客様に安心して適用頂くために、 iStorage NS シリーズのサポート情報 

http://support.express.nec.co.jp/istoraqe/ (2013 年 4 月 1 日現在）や PP •サポートサービスのホーム 
ページに て、手順や留意事項をご案内いたしますので、定期的に上記サイトをご参照ください。 

3.5.3 修正モジュールの適用 

pp •サポートサービスのホームページでは、最新のサービスパックに含まれていない〇 s の修正モジュ 
ールや iStorage NS 固有の修正モジュールを公開しており、ダウンロードが可能です。また、 PP •サボー 
卜では〇 S 毎の修正モジュールー覧や適用手順を公開していますので、ご利用ください。なお、すべてのシ 
ステムに多大な影響を及ぼす重障害に対する修正モジュールは、 iStorage NS シリーズのサポート情報 

http://support.express.nec.co.ip/istoraae/ (2013 年 4 月 1 日現在）でも公開します。 

PP • サボ'ートサ'ービスご契約のお客様へは、修正モジュ'ールの公開をメ'ールにてご案内差し上げます。 

PP • サボートサービスは有償のサービスであり、詳細については、 

http://www.nec.co.jp/service/support/pp/ (2013 年 4 月 1 日現仕） 

を参照してください。 

3.5.4 装置固有の修正モジュールの適用 

装置固有の修正モジュールを、以下のサイトで公開しています。定期的にご確認いただき、お客様の装置 
に該当する修正モジュールを適用してください。 

httD ：// su 2 Port . express . nec . co . ip / istorage / (2013 年 4 月 1 日現在） 
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4 iStorage NS のその他の使い方 


♦ Modern UI を操作する 

スタート画面への切り替え、アプリケーションの検索、タイルのカスタマイズやサインアウト/ 
シャツトダウンの手順を説明します。 

♦ ネツトワーク上のプリンターを使う 

ネットワーク内のプリンターを使用して印刷を行います。 


♦ iSCSI を使う 

iSCSI Target によって、イーサーネット環境におけるブロックアクセスを提供します。 
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4.1 Modern UI を操作する 

Modern UI とは 、 Windows Server 2012にて導入された新しいユーザーインタフェースです。ここでは、 
Modern UI の操作方法について説明します。 

4.1.1 スタート画面に切り替える 

Modern UI では、従来のスタートボタンではなく、新しいデザインのタイルを配置したスタート画面が使 
用されています。 

以下に、ユーザーがサインイン（ログオン）時に表示されるデスクトップ画面から 、 Modern UI (スタート 
画面）に切り替える手順を説明します。 


デスクトップ画面にてマウスを左下に移動し、[スタート]をクリックします。 
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エクスプローラーを起動でぎます。 

コマンドプロ'ノブト翅動できます。 

ベイ'ノト趟觔できます。 

メモ帳を起動できます。 

コソ1♦ュ-夕-の管理極動できます。 

コ乂♦ューターのブロ，けィ補認できます。 
Windows ヘルプとサポートを起觔できます。 
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記憶域の容量制限、拡張子制限、使用状況確認等ができま 
す。 

ファイル検索摘速化するためのインデックス梯理できます。 
分敗ファイルシステムを管理できます。 

プリントサーバーを官理できます。 


パフオーマ'ノスモニター 


イベントログを確認できます。 

性能情報の採取や確認ができます。 
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2. スタート画面に切り替わります。各タイルをクリックすると、アプリケーションを起動できます。 



【補足】 

スタート画面からデスクトップ画面に戻るには、スタート画面で[デスクトップ]のタイルをクリッ 
クするか、キーボードの [ Esc ] キーを押下します。 


4.1.2 アプリケーションを検索する 

4.1.2.1 アプリケーションの一覧を表示する 

使用したいアプリケーション名がわからない場合は、以下の手順でアプリケーションの一覧を表示させ、 
その中からアプリケーションを選択して、起動することができます。 
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スタート画面上で右クリックし、右下に表示された[すべてのアプリ]をクリックします。 



2. インストールされているアプリケーションの一覧が表示されるので、使用したいアプリケーション 
をクリックし、起動することができます。一画面にアプリケーションの一覧が収まらない場合、画 
面下部の スクロース バーを右に移動させて、現在の画面で表示されていないアプリケーションを表 
示させることができます。 



【補足】 

よく使用するアプリケーシヨンのタイル上で右クリックし、[スタート画面にピン留めする]をクリッ 
クするとスタート画面にアプリケーシヨンのタイルをピン留めすることができます。 
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4.1.2.2 アプリケーション名を入力し検索する 

使用したいアプリケーション名がわかっている場合、以下の手順でアプリケーションを検索し、起動する 
ことができます。 なお、 絞り込み検索が行われる ため、 アプリケーション 名を 最後まで入力しなくとも該 
当のアプリケーションを検索することが可能です。（例：コマンドプロンプト） 


1. スタート画面で直接、コマンドプロンプトの頭文字[こ]をキーボードより入力します。 


2. [こ]を含むアプリケーションの一覧が表示されるので、[コマンドプロンプト]をクリックすると、 
コマンドプロンプトが起動します。 
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4.1.3 タイルをカスタマイズする 

よく使用するアプリケーシヨンのタイルをスタート画面にピン留めしたり、タイルを移動しグループ分け 
したり、グループ名を付けたりするなど、お客様専用にカスタマイズすることができます。 

4.1.3.1 タイルをピン留めする 

アプリケーシヨンのタイルをピン留めする手順について、コマンドプロンプトを例に説明します。 


1. スタート画面で直接、コマンドプロンプトの頭文字[こ]をキーボードより入力します。 


[こ]を含むアプリケーションの一覧が表示されるので、 [コマンド プロンプト]のタイル上で右クリ 
ックし、画面下部の[スタート画面にピン留めする]をクリックします。 
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【補足】 

Modern UI の画面で検索したアプリケーシヨンなどをデスクトップ画面のタスクバーにピン留めする 
場合は、上記操作で[タスクバーにピン留めする]をクリックします。 


77イル名を指定して 

mf 


コンポーネントサービ 


セキ: L _ 斤イ®«成ウイ 
ザード 


® @ © (g) (§) (S) 

卜丽に タスクバ-に 新 wvx ン w を管理者とし ms 別のユ-ザ-として万ィ jw ) 場所を 

ピン留めする ピン留めする 園く 実行 園く 


3. 以下のように、スタート画面に [コマンド プロンプト ] のタイルがピン留めされます。 
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4.1.3.2 タイルの並びを変更する 

お客様の運用に合わせて、タイルの並びを変更することができます。以下にタイルを移動する手順を説明 
します。 

1. 移動させたいタイルをドラッグし、希望する場所でドロップします。 


スタート 
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(3 



_ 
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□ 
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:タイルが移動されます。 
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arrj 加:^ 

_ 

■卜 




Administrator ^ 
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4.1.3.3 タイルをグループ分けする 

タイルをグループ分けする手順を説明します。 

1. グループ分けしたいタイルをドラツグし、目的のグループ位置でドロップします。 



※緑枠で囲んだ部分が1つのグループです。 
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4.1.3.4 タイルのグループ名に名前を付ける 


タイ ルのグループ 名を付ける手順を説明します。 


1. スタート画面右下のボタンをクリックし、タイルの表示を小さくします。 



※緑枠で囲んだ部分が1つのグループです。 


2. グループ名を付けたいタイルのグループを右クリックし、左下に表示された[グループ名を付ける] 


L クリックします。 
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3. グループ名を入力し、[名如を付ける]をクリックします。 


4. タイルのグループ名が表示されます。スタート画面上の任意の場所でクリックすると、以下のよう 
に通常の大きさのタイル表示に戻すことができます。 
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4.1.4 サインアウトする 

リモートデスクトップより接続している場合、以下の方法で、サインアウト（旧ログアウト）することが 
できます。 

• rctrll + IM+ [Epdl を使用する場合 

• ユーザー名をクリックする場合 

[ CtrlL + pitl 土 JEndL を使用する場合 


1. デスクトップ画面またはスタート画面で、 [ Ctrl ] + [ Alt ] + [ End ] を押下します。 


2. 以下の画面が表示されるので、[サインアウト]をクリックします。 


炉 ロック® 

けインア9卜 ( g ) 
タスク 


少 皭 Windows Storage Seirver 2012 d) 


ユーザー名をクリックする場合 


1. スタート画面右上のユーザー名をクリックし、[サインアウト]をクリックします。 
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4.1.5 シャットダウンする 

リモートデスクトップより接続している場合、以下の方法で、 iStorage NS をシャットダウンすることが 
できます。 

• rctrll + IM+ [Epdl を使用する場合 

• マウスを使用する場合 

[CtrlL+ pitl 土 JEndL を使用する場合 


1. デスクトップ画面またはスタート画面で、 [Ctrl] + [Alt] + [End] を押下します。 


2. 右下に表示された電源のマークをクリックし、 [シャットダウン] をクリックします。 


(g) _K) 

リインアウト (0) 

パスワ-ドの変叟(〇 
タスクザ ネー ジヤ 0} 


杏 Windows Storage Servar 2012 



3. [この PC をシャットダウンする理由に一番近い項目を選んでください]のプルダウンから、該当す 
る項目を選択し、[続行]をクリックします。 
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iStorage NS のその他の使い方 


マウスを使用する場合 


1. デスクトップ画面またはスタート画面で、マウスを右上もしくは右下に移動します。 



3. 


右下に[電源]が表示されるのでクリックし、[シャットダウン]を選択します。 



4. [この PC をシャットダウンする理由に一番近い項目を選んでください]のプルダウンから、該当す 
る項目を選択し、[続行]をクリックします。 
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iStorage NS のその他の使い方 


4.2 ネッ トワーク上のプリンターを使う 

ネットワーク内のプリンターを使用して印刷を行います。 

詳細は 【管理者 ガイド（詳細編） 4.1 ネットワーク上のプリンターを 使う】 を参照してください。 


4.3 iSCSI を使う 

iSCSI 夕^ーゲットサ^ーバ^一によって、イ^ーサ^ーネット環境におけるブロックアクセスを提供します。 
詳細は 【管理者 ガイド（|羊細編)_ 4.4 iSCSI を利用す る】を参照してください。 
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困ったときは 


5困ったときは 


♦ FAQ 

問い合わせの多い質問とその回答を記載しています。 

♦ トラブルシューティング 

iStorage NS を運用する上で問題が発生した場合に役立つ情報を記載しています。 

♦ 保守 サービス（ソフトウエア 関連） のご 案内 

iStorage NS の保守サービスの概要を記載しています。 

♦ PP •サポートサービスへの問い合わせ方法 

PP •サポートサービス（有償）にお問い合わせいただく際に、採取していただきたい情報およ 
び採取方法について記載しています。 
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5.1 FAQ 

以下によく ある 問い合わせを記載し ます。 弊社 pp •サポートサービス（有償） の サポートポー タルの ホー 
ムページで も、 [サポート FAQ ] にて随時公開して いますので、こちらも ご覧く ださい。 

1 . iStorage NS で使用してはいけない機會巨を教えてください。 

2. サインインやファイルアクセスの履歴を確認する方法を教えてください。 

3. WSUS(Windows Server Update Services ) を利用してセキュリテイパッチを適用することは可能で 

すか。 


4. Windows Server Backup にて DVD や他の光メティア、リムーノべブノレメティアなどへのノベックアッ 

プは可能でしようか。 
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iStorage NS で使用してはいけない機能を教えてください。 


iStorage NS シリーズはファイルサーバーに特化したアプライアンス製品ですので、この機能を補完す 
る、バックアップソフトやアンチウイルスソフトを動作させることは可能です。しかし、ファイルサー 
バーに必要のないアプリケーションや 〇 S 機能をご使用いただくことはできません。詳細は、装置に 
添付されている「使用許諾契約書」をご確認ください。 


サインインやファイルアクセスの履歴を確認する方法を教えてください。 


セキュリティログを事前に設定しておくことで、サインインやファイルアクセスの履歴を確認すること 
が可能になります。設定や確認方法を記載したホワイトペーパーが、マイクロソフト社の以下のサイト 
で公開されていますので、ご参照ください。 

http :// download . microsoft . eom / download / A /5/8/ A 58 AF 361- D 829-4 EB 6- B 248- D 552696 AD 81 D/logauditfi 
le.pdf (2013 年 4 月 1 日現在） 


WSUS(Windows Server Update Services ) を利用してセキュリティパッチを適用することは可能です 

か0 


WSUS を利用してセキュリテイパッチを適用していただいて構いません。 

ただし、サービスパックに ついては 弊社内に て 検証を行い、弊社サポートポータルに て 適用案内をア 
ナウンスいたします。 


Windows Server Backup にて DVD や他の光メディア、リムーバブルメディアなどへのバックアップ 
は可能でしようか。 


外付けおよび内蔵のディスク、 DVD などの光学式メディアやリムーバブルメディア、およびリモー 
卜共有フォルダーへのバックアップがサポートしています。なお、テープ装置へのバックアップはサポ 
' ートしていません。 
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困ったときは 


5.2 トラブルシューテイング 

1 ■ エクスプロ 1 一~ラーのドライブのプロノくテイにて表示ごれるデイスク使用量と、フオノレダ ' 一~ / フアイノレ 

を全部選択しプロパティにて表示されるサイズが異なりますが、なぜですか。 

2. ファイルサーバーリソースマネージャーの電子メール通知機能を使って送信したメールが、文字化 

けして本文が正しく表示されませんでした。原因を教えてください。 

3. Windows Server Backup にて 10 GB のデータが格納されている100 GB のドライブをバックアップ 

し、別途作成した 50 GB のドライブにリストアしましたが、正しく完了しません。なぜでしょうか。 

4. CentOS 5.1 を使用して NFS 共有配下で find コマンドを実行したところ、下記の WARNING のメ 

ッ セージが表示されました。なぜでしょうか。 

find : WARNING : Hard link count is wrong forthis may be a bug in your filesystem driver . 

Automatically turning on find's -noleaf option . 

Earlier results may have failed to include directories that should have been searched . 

5. UNIX クライアントから NFS 共有への接続で、昨日まで接続できていたユーザーが突然接続できな 

くなりました。どのような原因が考えられますか。 


100 
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エクスプローラーの ドライブの プロパティ にて表示される ディスク 使用量と、 フォルダー/ファイルを 
全部選択し プロパティ にて表示されるサイズが異なりますが、なぜです か。 


エクスプローラーでドライブ配下のフォルダー/ファイルを全部選択してプロパティで表示されるサイ 
ズには、アクセス権がないファイルや隠し属性のファイルのサイズは含まれません。そのため、ドライ 
ブのプロパティで表示されるディスク使用量とサイズが異なります。正確なドライブの使用量を確認す 
る場合は、ドライブのプロパティにて確認してください。 


ファイルサーバーリソースマネージャーの電子メール通知機能を使って送信したメールが、文字化けし 
て本文が正しく表示されませんでした。原因を教えてください。 


電子メール通知機能によって発信されるメールの文字コードは UTF -8 です。そのため、 UTF -8 に対応 
していないメールクライアントを使用すると、文字化けや本文が表示されないなどの現象が発生しま 
す。文字コードを変更することはできませんので、 UTF -8 に対応したメールクライアントにて受信し 
てください。 


Windows Server Backup にて 10 GB のデータが格納されている100 GB のドライブをバックアップし、 
別途作成した 50 GB のドライブにリストアしましたが、正しく完了しません。なぜでしょうか。 


Windows Server Backup の既定動作においては、ソースボリュームよりも小さいサイズの回復先ボリ 
ュームは選択できません。ただし、[回復の種類の選択]で[ファイルおよびフォルダー]を選択するこ 
とで、ソースボリュームよりも小さいサイズの回復先ボリュームにリストアすることが可能です。 


CentOS 5.1 を使用して NFS 共有配下で find コマンドを実行したところ、下記の WARNING のメッ 
セージが表示されました。なぜでしょうか。 

find : WARNING : Hard link count is wrong for ■: this may be a bug in your filesystem driver . 
Automatically turning on find's -noleaf option . 

Earlier results may have failed to include directories that should have been searched . 


Windows の NFS サーバーでは、デイレクトリの nlink 値として常に2を返す仕様となっています 
が、一部〇 S の NFS クライアントでは、 find コマンドを実行して Windows の nlink 値を取得した 
場合、この値を不正な値と認識して WARNING となる場合があります。 

このような場合、 find コマンドに - noleaf オプションを付加して実行してください。 
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UNIX クライアントから NFS 共有への接続で、昨日まで接続できていたユーザーが突然接続できなく 
なりました。どのような原因が考えられますか。 


UNIX ユーザーに マッピング している Windows ユーザーのパスワードの有効期限が切れると、 NFS 共 
有へのアクセスができなくなります。接続できなくなった Windows ユーザーに対して、パスワードを 
再設定してください。 
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5.3 保守サービス（ソフトウェア関連）のご案内 

5.3.1 PP • サポートサービス 

PP • サボートサービスとは、お客様にご購入頂いた iStorage NS シリーズ上の PP (0 S を含むプロダラ 
ム•プロダクト）を、長く安心してお使い頂くために、お客様のシステム運用を支援する有償のサービス 
です。 

PP •サポートサービスには以下のサービスがあります。ご契約については、販売店などにご確認くださ 
い。 


• レスポンスサービス 

お客様がご契約されたソフトウェアに関して、各種サボートが受けられます。 

電話でのお問い合わせ/ E - Mail でのお問い合わせ/ FAX でのお問い合わせを行うことができます。 

• ライ センスサービス 

契約された製品の無償バージョンアップのお申し込み、無償リビジョンアップモジュールのダウ 
ンロー ドサービスを提供いたします。なお 、 iStorage NS シリーズの PP •サボートサービスでは、 
バージョンアップサービスは提供しておりません。 

• インフォメーションサービス 

ご契約頂いたお客様に、ソフトウェアに関する最新情報および、各種サービスを Web サイトよ 
り提供いたします（サービス内容：修正モジュールのダウンロー ド/ FAQ の提供/技術情報の提供)。 
さらに、ソフトウェアに関する情報を E - Mail で定期的に配信いたします。 

PP • サボートサービスご案内のサイト 

http :// www . nec . co . ip / service / support / pp / (2013 年4月1日現在 J 

【注意】 

iStorage NS シリーズの PP •サポートサービスにおけるサポート範囲は、以下です。 

• OS(Windows Storage Server 2012) 

• ESMPR 〇 / ServerManager 、 ESMPR 〇 /ServerAgent 

また、追加購入されたオプションソフトウェアのサポートについては、各ソフトウェアの PP •サポ 
ートサービスへのご契約が必要となります。 
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5.3.2 プラットフォームサポート 

プラットフォームサポートは、ハードウェアの障害復旧と〇 s 等の問い合わせ対応や修正モジュ'ール提供 
に加え、ドライバの再設定、〇 S 搭載ディスクの復旧支援まで、ワンストップ（一括）で対応するサポート 
サービスです。詳細は、下記の Web サイトをご覧ください。 


http :// www . nec . co . ip / service / support / pfsupport / (2013年4月1日現在) 
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5.4 PP • サポートサー ビスへの 問い合わせ方法 


pp •サポートサービス（有償）にお問い合わせいただく際には、障害の内容に関係なく、以下の情報を添 
えて問い合わせてください。 

• 障害発生日時 
• 障害内容 
• システム構成 

• iStorage NS の主な使用方法 

• Collect ログ 

また 、 STOP エラーやストールの場合は、メモリダンプも合わせて採取願います。 
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5.4.1 メモリダンプの出力 

STOP エラーの場合は、自動的にメモリダンプが作成されます。また、ストールの場合は、ダンプスイッ 
チ（装置に添付されたユーザーズガイドを参照願います。）を押下することでメモリダンプが作成されます。 


メモリダンプはデフォルトでは、 C:¥windows フォルダー配下に MEMORY.DMP のファイル名で作成され 
ます。設定変更をされている場合は、以下の手順で格納場所をご確認ください。 


1. 管理者メニューの[システム]をクリックします。 


2 . 


画面左より[システムの詳細設定]をクリックします。 


， システム 

t \：^ ► コント□-ルパネル ► システムとセキユリテイトシステム 


コントロ ー j レノ 

嫌 デ八イスマネ-外- 

リモ-設定 _ 

嫁 システム®詳細没定 


コンピューター®基本的な情報®表示 

Windows デイシヨン 

Windows Storage Server 2012 Standard 

© 2012 Microsoft Corporation . All rights 
reserved . 


システム 

プ□色ガ： 

実装メモリ 〔 RAM ):; 
システムの慰夏: 


Intel ( R ) Xeon ( 
6.00 GB 
64 ビットオペレー 
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3. [システムのプロパティ] 画面より[詳細設定]タブを選択し、[起動と回復] の [設定]ボタンをク 
リックします。 
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困ったときは 


4. [システム エラー] の[ダンプ ファイル] にメモリダンプの出力先が表示されます。 
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困ったときは 


5.4.2 Collect ログの採取方法 

Collect ログは以下の手順で採取します。 

1. リモートデスクトップまたはコンソールから、 iStorageNS にサインインします。 

2 . エクスプローラーを 起動して、 C :¥ ESM ¥ tool ¥ collect.exe を 実行し ます。 

コマンドプロンプトが起動し、ログ採取が実行されます。 

数分経つと、ログ採取が終了してコマンドプロンプトが閉じられます。 

3. コマンドプロンプトが閉じると、 

C :¥ ESM¥tool 

配，に ¥ log フォルダーが作成され、その中に各種ログが作成されます。 

¥ log フォルダーごと採取し、圧縮して送付してください。 
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